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本メールマガジンは山梨大学 新技術情報クラブ会員の皆様へ最新情報 

をお知らせする目的で配信しております。 

メール配信を希望されない方は、「配信停止」とお書きの上、ご返信く 

ださい。 
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◆「食事の時間がアレルギーに強く影響する」 

  －食事の時間を見直すことによりアレルギー症状の改善が期待－ 

 

山梨大学医学部免疫講座の中尾篤人教授、中村勇規准教授らは食事摂 

取のタイミングがアレルギー反応の強さに大きく影響することをマウ 

ス実験によって明らかにしました。 

この成果は日常生活（食事）への介入によってアレルギー疾患を予防 

・治療するという新しい戦略を提唱するとともに食事の思いがけない 

側面（アレルギー調整作用）も提示しました。 

 

 詳しくは下記 URL よりご覧ください。 

 https://www.med.yamanashi.ac.jp/cat_news/10502 
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◆「講演会と令和元年度展示」のご案内 

 

山梨大学附属図書館本館では、近代文学イベントとして、以下のとお 

り、講演会および展示を開催いたします。どなたでもご参加いただけ 

ますので、皆様お誘いあわせの上、ぜひお越しください。 

 

 日時：2019 年 11 月 9 日（土） 15:00～17:00 

 場所：山梨大学甲府キャンパス内 附属図書館本館 1 階ラーニング 

    コモンズ 

 演題：太宰治『お伽草紙』と戦争 

         －「私の桃太郎」が書けない物語作家 

 

 詳しくは下記 URL よりご覧ください。 

 https://www.yamanashi.ac.jp/23953 

 

◆令和元年度大学祭「梨甲祭」のお知らせ  

 

第 17 回梨甲祭「ブロッサム～青春の花、咲かせよう～」のご案内 

 

 日時：2019 年 11 月 1 日(金）～3 日（日） 

 場所：山梨大学甲府キャンパス 

 

 詳しくは下記 URL よりご覧ください。 

 https://nashikosai.wixsite.com/nashikosai2019 

 

◆「富士山麓産学官金連携フォーラム 2019」のご案内 

 

静岡県東部地域の企業を中心とした展示ブースに加え、各種講演、各 

種相談ブースが設けらます。 

静岡県東部地域との連携を図る機会として、ぜひご参加ください。 

 

 日時：2019 年 11 月 14 日(木） 10:00～17:30 



 場所：プラザヴェルデ 多目的ホール（沼津市大手町 1－1－4） 

 

 詳しくは下記 URL よりご覧ください。 

 https://www.yiso.or.jp/topics/610.html 
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◆令和元年度第 3 回教養教育センター講座「異文化交流とちりめん本」 

 

山梨大学教養センターでは、様々なものごとに触れることによって視 

野を広げ、さらにはグローバルな世界出活躍を目指すきっかけになる 

よう、学生に向けたイベントを開催しています。 

今回は下記の通り、講演会を開催いたします。本学学生以外どなたで 

も参加可能、参加費無料、申込不要となっておりますので、ご来場を 

お待ちしております。 

 

 日時：2019 年 10 月 31 日(木） 13:10～10:40 

 場所：山梨大学甲府キャンパス 大村智記念学術館大村記念ホール 

 

 詳しくは下記 URL よりご覧ください。 

 https://www.yamanashi.ac.jp/23895 

 

◆知的財産セミナー2019「中小企業における補助金活用について」 

 

中小企業が補助金を獲得し活用するためのコツを伝授します。 

補助金活用のメリット、補助金情報の収集方法、補助金獲得のための 

3 つの重要な要素について詳しく解説します。 

 

 日時：2019 年 11 月 1 日(金） 16:00～17:00 

 場所：ホテル談露館 

     

 詳しくは日本弁理士会ホームページよりご覧ください。 

      

◆産業技術総合研究所技術セミナー＆山梨県産業技術センター技術紹介 

 



県内企業の製品開発や技術革新等を促進するため、国内最大級の公的機 

関である国立研究開発法人産業技術総合研究所の技術シーズと国の支援 

策を分かりやすく解説するセミナーと山梨県産業技術センターの技術紹 

介を開催します。 

 

 日時：2019 年 11 月 7 日(木） 13:00～17:00 

 場所：アイメッセ山梨 山梨テクノ ICT メッセ 2019 プレゼンブース 

 

 詳しくは下記 URL よりご覧ください。 

 https://www.pref.yamanashi.jp/yitc/documents/r1sansouken.pdf 

 

◆ICT による農業の技術革新～スマート農業という新たな潮流～ 

 

スマート農業の専門家である三輪泰史氏に農業分野における ICT の利活用 

の最新動向などを伺います。 

 

 日時：2019 年 11 月 8 日（金） 14:00～15:40 

 会場：アイメッセ山梨大会議室 

  

 詳しくは下記 URL よりご覧ください。 

http://yamanashitechnoict.jp/seminar/%e8%a8%98%e5%bf%b5%e8%ac%9b%e6%bc%9

4%e4%bc%9a2019 

 

◆やまなし新産業構造対策雇用創造プロジェクト「IOT 基礎・実践講座」 

 

 日 時：【基礎編】2019 年 11 月 13 日(水）・14 日(木）  

     【実践編】2019 年 11 月 25 日(月）・26 日(火） 

 場 所：やまなしプラザオープンスクエア（山梨県防災新館 1 階） 

 受講料：20,000 円（4 日間） 

 

 詳しくは下記 URL よりご覧ください。 

 https://itc-yamanashi.jp/whats-new/201911iot/ 
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◆山梨みらいファンド助成事業の募集を開始しました。 

 

(公財）やまなし産業支援機構では、起業の促進と新事業創出を図るた 

めファンドを設置し、その運用益により県内中小企業等が行う新たな 

事業の創出に対して必要な資金を支援するための助成事業を行います。 

 

 詳しくは下記 URL よりご覧ください。 

 http://www.yiso.or.jp/subsidy/fund.html 
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   ～会員会社様へ課題伺いの訪問をいたします～ 

 

技術課題や大学の知恵を借りたいなど、ございませんでしょうか。 

会員企業様の持っておられる技術課題を伺いに訪問いたします。訪問 

ご希望の会員企業様がございましたら、事務局までお気軽にご連絡く 

ださい。 
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１）このメールの内容は、提供された会員様限りでご使用下さい。 

２）メールの内容については国立大学法人山梨大学が著作権を有します。 
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